
6広報わかざくら　令和元年６月号

定
例
会
の
概
要

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
３
月
４

日
㊊
～
27
日
㊌
ま
で
の
24
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
平
成
31
年
度
予
算
・
・
・
８
件

◇
平
成
30
年
度
補
正
予
算

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
件

◇
条
例
の
制
定 

・
・
・
・
・
２
件

◇
条
例
の
一
部
改
正 

・
・
・
11
件

を
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
２
件
可
決
、
人
事
案
件
２
件
の

同
意
及
び
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

令和元年 6 月 1 日発行　№ 190

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

前
年
度
比
0.3
％
増

２
３
６
億
３
、８
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
を
可
決
！

さくらい
市議会だより

金山成樹

大園光昭

新
し
い
市
議
会
議
員
が

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
桜
井
市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
市

議
会
議
員
選
挙
が
４
月
21
日
に
行
わ
れ
、
開
票

の
結
果
、
桜
井
市
民
の
代
表
と
な
る
16
人
が
決

ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
４
月
30
日
か

ら
令
和
５
年
４
月
29
日
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
掲
載
は
50
音
順　
敬
称
略
）

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果

平
成
31
年

３
月
定
例
会
報
告

土家靖起

吉田忠雄東　俊克西　忠吉

阪口　豊小西誠次工藤将之工藤敏太郎

大西　亘 岡田光司

我妻　力 井戸良美

藤井孝博 札辻輝巳
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議案番号
※括弧内は付託委員会 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 1 号
（予算特別委員会） 平成 31 年度桜井市一般会計予算 予算総額　236 億 3,800 万円

（前年度比　0.3％増）
可　決

（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 2 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市住宅新築資
金等貸付金特別会計予算

予算総額　1,409 万 1,000 円
（前年度比　29.5％減）

可　決
（賛成全員）

議案第 3 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市国民健康保
険特別会計予算

予算総額　62 億 8,669 万 7,000 円
（前年度比　2.5％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 4 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市駐車場事業
特別会計予算

予算総額　3,441 万円
（前年度比　7.7％減）

可　決
（賛成全員）

議案第 5 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市介護保険特
別会計予算

予算総額　57 億 6,687 万 7,000 円
（前年度比　0.4％減）

可　決
（賛成全員）

議案第 6 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市後期高齢者
医療特別会計予算

予算総額　7 億 9,387 万 4,000 円
（前年度比　1.7％増）

可　決
（賛成全員）

議案第 7 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市水道事業会
計予算

収益的収入　13 億 7,716 万 1,000 円
（前年度比　1.4％減）

可　決
（賛成全員）

議案第 8 号
（予算特別委員会）

平成 31 年度桜井市下水道事業
会計予算

収益的収入　12 億 3,780 万 2,000 円
（前年度比　皆増）

可　決
（賛成全員）

議案第 14 号
（総務委員会）

消費税及び地方消費税率の引
上げ等に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について

平成 31 年 10 月 1 日より予定されている消費
税及び地方消費税率の引上げ等に伴い、対象例
規内の使用料、利用料金、督促手数料等につい
て改正を行うため、整備条例を制定する。

可　決
（賛成全員）

議案第 23 号
（文教厚生委員会）

桜井市子ども医療費助成条例等
の一部改正について

未就学児を対象とする医療費助成について、県内
全市町村において自動償還方式から現物給付方
式へと変更することに伴い、関係条例の一部改正
を行う。

可　決
（賛成全員）

議案第 24 号
（文教厚生委員会）

桜井市子ども一時預かり事業
の実施に関する条例の一部改
正について

子ども一時預かりを実施する新たな場所とし
て、まほろばセンター内に「ドレミの広場」を
開設するため、一部改正を行う。

可　決
（賛成全員）

請願第１号
（総務委員会）

国に対し「沖縄の民意を尊重し
辺野古新基地建設を強行せず再
協議することを求める意見書」
の提出を求める請願

請願者
「辺野古の海を守る会」
代表者　角谷　保子

不採択
（賛成少数）
※賛否は別表

同第１号 副市長の選任につき同意を求め
ることについて 朝倉台西　笹谷　清治氏 同意

（賛成全員）

諮第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 大字谷　南野　知子氏 承認

（賛成全員）

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇 反対 ･･･ × 棄権 ･･･ △ 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません
高
谷
二
三
男
○
×

札
辻　

輝
巳

議
長

工
藤　

行
義
○
○

東
　

俊

克
○
×

土
家　

靖
起
○
×

岡
田　

光
司
○
×

吉
田　

忠
雄
△
○

藤
井　

孝
博
○
×

西
　

忠

吉
○
×

我

妻
　

力
○
×

阪

口
　

豊
○
×

工
藤　

将
之
○
○

大

西
　

亘
○
×

井
戸　

良
美
○
×

金
山　

成
樹
○
×

大
園　

光
昭
○
×

議 員

議 案

議案第 1 号
請願第 1 号

その他の議案については、議会ホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果
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委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介

（
平
成
31
年
3
月
18
日
開
催
）

予
算
特
別
委
員
会
（
８
名
で
構
成
）

委
員
長　
　
井　
戸　
良　
美

副
委
員
長　
大　
園　
光　
昭

委　
員　
　
工　
藤　
将　
之

　
〃　
　
　
我　
妻　
　
　
力

　
〃　
　
　
藤　
井　
孝　
博

　
〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

　
〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

　
〃　
　
　
札　
辻　
輝　
巳

問�　
昨
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
今
後
の
本
市
の

将
来
を
見
据
え
る
う
え
で
非
常
に
大
切
と

考
え
る
が
、
平
成
31
年
度
予
算
と
行
財
政

改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答�　
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
財
政
健
全
化
を
最
優
先
課
題
と

す
る
中
で
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
削
減

に
繋
が
る
取
組
み
を
重
点
項
目
と
し
て
位

置
付
け
、事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

平
成
31
年
度
予
算
編
成
時
に
お
い
て
、
行

財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
組
み

内
容
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し

た
。

�

問�　
財
政
状
況
が
苦
し
い
中
、
新
規
事
業
と

共
に
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
突
発

的
な
事
例
が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
は
ど

う
す
る
考
え
か
。

答�　
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
て
い
る
中
、

各
種
事
業
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
図
る

た
め
、
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
。
現
段
階
で
は
、
５
年
後
に

は
行
財
政
改
革
効
果
で
財
政
収
支
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問�　
市
民
が
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
不

安
視
す
る
声
を
聞
く
中
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
新
規
事
業
に
も
数
多
く
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
最
終
的
に
市
民
へ
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
市
民
に
対
す
る
現

状
の
報
告
や
事
業
の
縮
小
も
必
要
で
は
な

い
か
。

答�　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
本
市
の
財

政
状
況
が
悪
化
し
た
原
因
や
そ
の
対
応
策

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
先
送
り
さ

れ
た
課
題
の
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
、新
庁
舎
の
建
て
替
え
も
行
い
な
が
ら
、

財
政
健
全
化
を
図
る
べ
く
、
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
こ
と
、

本
市
の
財
政
状
況
や
市
政
方
針
な
ど
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
等
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
（
抜
粋
）

問�　
消
費
税
率
の
引
上
げ
を
見
越
し
た
条
例

案
で
あ
る
が
、
国
に
よ
る
消
費
税
率
の
引

上
げ
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
本
市

と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
。

答�　
現
在
、
国
に
お
い
て
消
費
税
率
の
引
上

げ
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
施

策
も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

と
し
て
も
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

問�　

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
増
額
分
、

２
、８
０
０
万
円
の
内
容
に
つ
い
て
。
ま

た
、
手
数
料
等
の
料
金
改
定
が
さ
れ
る

が
、
他
市
と
比
較
し
ど
う
か
。

答�　
今
回
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
料
金

改
定
は
、３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
１
つ
目
、

今
年
10
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
も

の
、
２
つ
目
、
事
務
経
費
運
営
コ
ス
ト
等

の
増
加
に
よ
る
受
益
者
負
担
を
お
願
い
す

る
も
の
、
３
つ
目
、
県
内
の
他
市
と
比
較

し
、
見
直
し
を
図
る
も
の
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

問�　
今
回
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
、
本

市
の
一
般
会
計
の
負
担
額
が
１
億
円
。
条

例
案
に
よ
る
増
加
分
は
、
２
、８
０
０
万

円
と
収
支
に
差
額
が
あ
る
が
、
歳
入
不
足

を
補
う
た
め
、
今
後
、
料
金
改
定
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答�　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、
国
か
ら

は
地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
額
さ
れ
る
。

今
回
、
そ
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、
全

額
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
充
て
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
の
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
予

算
査
定
を
通
じ
、
市
民
へ
の
負
担
が
極
力

増
加
し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問�　
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
り
示
さ
れ
た
今

回
の
条
例
案
は
、
結
果
的
に
住
民
に
負
担

を
強
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
少
し
で

も
住
民
負
担
が
軽
減
で
き
る
方
策
の
検
討

を
願
う
。

答�　
ま
ず
、
行
政
経
費
を
圧
縮
し
、
職
員
自

ら
身
を
削
る
改
革
を
す
る
な
ど
し
た
上

で
、
収
入
の
増
加
を
図
り
つ
つ
、
足
り
な

い
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問�　
本
市
の
一
般
会
計
に
お
け
る
負
担
額
、

１
億
円
の
内
訳
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答�　
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
い
、
工
事
費
や

修
繕
費
、
委
託
料
や
消
耗
品
関
係
が
増
加

す
る
。

平
成
31
年
度
予
算
を
審
査

　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
付
託
案
件
８
件
）

総
務
委
員
会

 　
　
　
（
付
託
案
件
２
件
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会　 　 常 任 委 員 会 ・ 代 表 質 問
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会

井戸　良美 議員

桜井市の防災対策について

問 昨年７月に発生した西日本豪雨により、各
地で土砂災害が発生し、多くの方が亡く

なった。県では、「（仮称）緊急防災大綱」を取り
まとめて、地域防災計画に反映させると発表した。
大綱を見据え、どのように県と連携して本市の土
砂災害等への防災対策を進めていくか聞きたい。

答 面積の約６割が中山間部である本市の防災
対策においては、土砂災害警戒区域や土砂

災害特別警戒区域におけるソフト面やハード面の
各種対策が必要不可欠である。大綱は、県内で同じ
ような災害が発生したときに、命を守るための取組
み、備えを県と市町村が一体となって実施できるよ
うに西日本豪雨災害で指摘された課題を洗い出し、
その結果を着実に実施するため取りまとめられ、県
地域防災計画に反映される。その場合、本市の地域
防災計画にも反映させる予定である。土砂災害等へ
の対策は、大綱を見据えながら、ソフト面及びハー
ド面の対策を県と連携して進めていきたい。

人口減少と行政組織について

問 平成 27 年に示された桜井市人口ビジョン
では、将来展望として 2040 年に人口約

51,000 人達成を目指すとあるが、現在も変更は
ないか伺う。まち・ひと・しごと創生総合戦略の
取組みとして、移住・定住人口の増加実績が平成
26 年▲ 103 人、平成 29 年▲ 392 人となってい
る。今後も人口減少によって交付金が減額される
と思うが、その対策を伺う。

答 本市の人口は平成 12 年をピークに減少を
続け、今後も進行すると市民サービスに影

響が出ることが予想される。将来にわたり桜井市
のまちを維持するために、引き続き 51,000 人の
目標に向けて努力していく。魅力ある地域産品を
活かすことで、ふるさと納税の確保など、歳入の
確保も図りたい。人口減少に合わせた行政組織の
スリム化にも取り組み、歳出削減を行うことで、
効率的、効果的な行政サービスに努めたい。

【その他の質問事項】●コミュニティ政策について

�
代表質問　「公明党」代表質問　「新政クラブ桜井」

　 　 常 任 委 員 会 ・ 代 表 質 問

桜
井
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
本
年
８
月
よ
り
、
未
就
学
児
に
対
す
る

医
療
費
助
成
方
法
が
自
動
償
還
方
式
か
ら

現
物
給
付
方
式
へ
変
更
と
な
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答�　
自
動
償
還
方
式
は
、
未
就
学
児
が
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
窓
口
で
受
診
料

を
い
っ
た
ん
、支
払
う
が
、約
３
ヵ
月
後
、

指
定
さ
れ
た
口
座
に
５
０
０
円
の
自
己
負

担
額
を
除
い
た
額
が
助
成
さ
れ
る
。
現
物

給
付
方
式
で
は
、
医
療
機
関
に
対
し
、
自

己
負
担
額
５
０
０
円
を
窓
口
で
支
払
え

ば
、
医
療
な
ど
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
。

医
療
機
関
へ
は
、
受
診
者
の
自
己
負
担
額

５
０
０
円
を
引
い
た
額
が
市
か
ら
助
成
金

と
し
て
支
払
わ
れ
る
。

問�　
未
就
学
児
に
対
し
、
現
物
給
付
方
式
が

採
用
さ
れ
る
が
、
対
象
者
が
小
学
校
入
学

後
は
、自
動
償
還
方
式
に
変
更
さ
れ
る
か
。

給
付
方
法
の
変
更
や
制
度
内
容
を
市
民
に

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
か
。

答　
未
就
学
児
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
と
、

現
物
給
付
方
式
か
ら
自
動
償
還
方
式
へ
変
更

と
な
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
に
対
し
、
小
学

校
入
学
前
に
給
付
変
更
の
お
知
ら
せ
を
す

る
。
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
へ
の

掲
載
や
医
療
証
の
発
送
時
に
説
明
書
を
同
封

す
る
な
ど
市
民
に
対
し
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

桜
井
市
子
ど
も
一
時
預
か
り
事
業
の
実
施
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
抜
粋
）

問�　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ど
れ
程
の
需

要
が
あ
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
観
光
客

や
買
い
物
客
も
含
め
検
討
さ
れ
た
か
。

答�　
つ
ど
い
の
広
場
の
利
用
者
も
年
々
増
加

傾
向
で
あ
り
、
ド
レ
ミ
の
広
場
に
お
い
て

は
駅
前
の
利
便
性
を
活
か
し
た
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
か
ら
、
市
外
か
ら
の
利
用
客

や
観
光
客
の
需
要
が
あ
る
と
見
込
ん
だ
。

問�　
市
外
の
人
が
ド
レ
ミ
の
広
場
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
本
市
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
検
討
し
た
か
。
ま
た
、
つ
ど

い
の
広
場
で
も
市
外
の
人
が
利
用
で
き
る

態
勢
は
構
築
さ
れ
て
い
る
か
。

答�　
市
外
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
を
徴
収
す

る
メ
リ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
土
日
は
駅
前
の

利
便
性
を
活
か
し
た
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
い
、
市
内
へ
留
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
買
い
物
や
観
光
な
ど
し
て
も
ら
う

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
つ
ど
い
の
広
場
に
つ
い
て
は
、
駅
か

ら
遠
い
こ
と
や
平
日
の
保
護
者
の
子
育
て

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
す
る
観
点
か
ら
、

今
後
も
市
民
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え

る
。

文
教
厚
生
委
員
会

 　
　
　
（
付
託
案
件
２
件
）

大園　光昭 議員
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　 　 令 和 元 年 新 役 員 選 出 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 般 質 問

岡田　光司 議員

桜井市立保育所・幼稚園のあり
方に関する基本方針について

問 市立保育所・幼稚園のあり方に関する基本
方針は、市長からの諮問に基づき、平成

30 年度に検討委員会から答申を得て策定されて
いるが、答申は、市長の考えに沿った内容だった
のか。私立育成幼稚園や畿央大学付属幼稚園が閉
園の方向にあると聞く。今後、どのような対応を
されるのか。

答 就学前保育・教育の取組みの方向としては、
①従来の単独施設からこども園への展開を

目指していく、②各歳児のクラスを最適な人数を保
ちながら、複数クラスとしていく、③民間の力を活
用し、公立施設の数を２，３のこども園にしていく。
今後の方策としては、こども園への転換を推進する
ために、施設数、立地場所や整備時期などを明確に
した具体的な計画を検討するよう答申があり、期待
どおりのものであった。閉園については、両園が閉
園にならないことを強く望んでおり、市として、で
きる範囲の中で最大限の協力をして参りたい。

土家　靖起 議員

桜井市社会福祉協議会の
あり方について

問 桜井市社会福祉協議会の取組みは、住み慣
れた地域でいつまでも安心して暮らし続け

ることができる仕組みを構築し、地域福祉の輪を
広げることにつながっていくものである。これら
を実現するには、市社協による人材の確保と育成
が大事である。今後、市社協にどのようにかかわっ
ていくつもりか聞きたい。

答 市社協は、市民の福祉を向上させていくた
めになくてはならない存在である。行政の

手が届かない、制度がカバーしていないところに地
域住民と協働しながら福祉の手を差し伸べていく
役割、新たな福祉の仕組みを創造していく役割な
ど、市民の市社協に対する期待は今後ますます大き
くなってくる。市としても地域共生のまちづくりを
実現していくため、働きやすい環境と人材が育ちや
すい組織体制を整えてもらえるよう市社協に積極
的に関与して、支援やアドバイスを行うとともに、
市社協とのさらなる連携強化を図っていきたい。

国民健康保険制度について

問 国民健康保険税を引き下げ、国民健康保
険制度の構造的な問題を解決するには公

費を投入するしかない。全国知事会・全国市長
会・全国町村会なども公費投入を政府に求めてい
るが、本市も国に対して国庫負担の増額を求めて
はどうか。また、18 歳以下の子どもの均等割を
市独自に減免してはどうか。

答 今後も長期にわたり安定した国民健康保
険制度を維持するため、全国知事会など

からも国の関係機関に対し、被保険者の保険税負
担を軽減できるよう保険給付費に対する国庫負担
金の負担率の大幅な引き上げを要望している。市
としても、近畿市長会へ、奈良県市長会を通じて
要望している。18 歳以下の子どもの均等割の独
自減免については、平成 36 年度の保険料水準の
統一に向けて、県が市町村連携会議を開催して情
報共有を図っているので、その動向を踏まえ、対
応していきたい。

市民への情報の伝え方について

問 市では５つのまちづくりや庁舎建て替えな
どの大型案件が進んでいるが、財政は厳し

い状況にある。この状況に対応すべく、行財政改
革アクションプランが示されているが、補助金の
カットや市民プールなどの施設の閉鎖など市民生
活に影響を及ぼす内容が含まれている。しかし、
市民フォーラムなどではこのようなマイナス面に
ついては、ほとんど説明されていない。市政のパー
トナーである市民の皆さんには、様々な機会を使っ
て丁寧に説明する必要があると考えるがどうか。

答 市民への情報伝達については、広報紙や
ホームページ、様々な会合などでできる限

り伝えている。新たな行革プランでは、自らが身
を切る改革を行い、できるだけ市民の皆さんの負
担を少なくするよう心がけ、取組みを進めている。
具体的な内容については、今後、周知期間の間に
きめ細かなことも徹底して市民の皆さんにお伝え
していきたいと考えている。

�
一般質問一般質問

吉田　忠雄 議員

工藤　将之 議員

一般質問一般質問
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　　令和元年新役員選出

議　
　
　
長　
　

　
　
藤　
井　
　
孝　
博

副　
議　
長

　
　
大　
園　
　
光　
昭

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

 

こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
去
る
５
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和
元
年
第
１
回

臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

 

桜
井
市
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
桜
井

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

十
分
認
識
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

役

員

紹

介

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長
　
　
工
藤
将
之

副
委
員
長
　
　
工
藤
敏
太
郎

委
　
　
員
　
　
小
西
誠
次

〃
　
　
　
金
山
成
樹

〃
　
　
　
大
西
　
亘

〃
　
　
　
阪
口
　
豊

〃
　
　
　
我
妻
　
力

〃
　
　
　
藤
井
孝
博

〃
　
　
　
土
家
靖
起

〃
　
　
　
東
　
俊
克

〃
　
　
　
札
辻
輝
巳

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長
　
　
金
山
成
樹

副
委
員
長
　
　
小
西
誠
次

委
　
　
員
　
　
工
藤
敏
太
郎

〃
　
　
　
大
園
光
昭

〃
　
　
　
井
戸
良
美

〃
　
　
　
大
西
　
亘

〃
　
　
　
工
藤
将
之

〃
　
　
　
西
　
忠
吉

〃
　
　
　
吉
田
忠
雄

〃
　
　
　
岡
田
光
司

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長
　
　
阪
口
　
豊

副
委
員
長
　
　
吉
田
忠
雄

委
　
　
員
　
　
大
園
光
昭

〃
　
　
　
井
戸
良
美

〃
　
　
　
我
妻
　
力

〃
　
　
　
西
　
忠
吉

〃
　
　
　
岡
田
光
司

〃
　
　
　
土
家
靖
起

〃
　
　
　
東
　
俊
克

〃
　
　
　
札
辻
輝
巳

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長
　
　
大
西
　
亘

副
委
員
長
　
　
西
　
忠
吉

委
　
　
員
　
　
工
藤
敏
太
郎

〃
　
　
　
金
山
成
樹

〃
　
　
　
工
藤
将
之

〃
　
　
　
吉
田
忠
雄

〃
　
　
　
岡
田
光
司

〃
　
　
　
東
　
俊
克

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
　
　
工
藤
将
之

副
委
員
長
　
　
大
西
　
亘

委
　
　
員
　
　
小
西
誠
次

〃
　
　
　
大
園
光
昭

〃
　
　
　
阪
口
　
豊

〃
　
　
　
吉
田
忠
雄

令
和
元
年
　
新
役
員
選
出

令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
15
日
に
開
か
れ
、
令
和
元
年
新
役
員
の

選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
桜
井
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.sakurai.lg.jp/

sosiki/gikaijim
ukyoku/

index.htm
l

）
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。


